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本
年
で
三
十
五
回
目
と
な
る
「
天
領
お
ひ

な
ま
つ
り
」
の
入
り
込
み
客
数
は
昨
年
並
み

と
見
ら
れ
ま
す
。 

 

三
月
始
め
の
日
曜
日
が
雨
天
で
あ
っ
た

が
、
廣
瀬
資
料
館
が
工
事
中
の
た
め
、
他
の

施
設
へ
の
入
館
者
数
が
増
加
し
た
事
が
予
想

さ
れ
、
豆
田
五
施
設
の
入
館
比
率
は
一
四

六
・
八
％
で
し
た
。
ま
た
、
普
通
車
の
駐
車

台
数
は
五
％
減
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
日
田
市
観
光
課
発
表
） 

５年間の来客実績 

年 来客数（人） 

平成 27 年 130,000 

平成 28 年 135,000 

平成 29 年 135,000 

平成 30 年 130,000 

平成 31 年 130,000 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    施設の入館状況    

施設名 

入館状況 

（前年比）％ 

豆田地区 4施設 152.1 

隈地区２施設   98.7 

天領資料館 123.0 

日田祇園山鉾会館  82.6  

サッポロ九州工場  72.2 

総計 124.2 

地 域 H3 0 （人） H31（人） ％ 

大     

分 

日田市 125 274 219.2 

その他 320 227 70.9 

福岡県 1078 637 59.1 

九州（福岡・大分以外の県） 282 257 91.1 

九州外の県 260 274 105.4 

外国 303 142 46.9 

合計 2368 1811 76.5 

 

発行者 

豆 田 町 伝

建保存会 

元年５月 

 

四
月
十
七
日
（
水
）
、
山
鉾
収
納
庫
建
設

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
本
年
一
月
よ
り
港
町

の
市
有
地
に
て
進
め
ら
れ
て
き
た
豆
田
上

町
と
豆
田
下
町
の
山
鉾
を
納
め
る
収
納
庫

の
建
設
日
程
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

 

納
品
が
遅
れ
て
い
た
高
力
ボ
ル
ト
の
納

品
日
が
八
月
五
日
と
確
定
し
た
事
に
よ
り
、

本
年
十
月
末
に
は
山
鉾
収
納
庫
が
完
成
す

る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
、
日
田
市
は
市
が
お
こ
な

う
外
構
工
事
の
予
算
を
九
月
議
会
に
提

案
・
議
決
後
、
十
一
月
よ
り
外
構
工
事
を
行

う
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

委
員
会
で
は
外
構
工
事
の
早
期
完
成
を

要
望
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

建設中の倉庫と収納庫の基礎部分 

駐車場利用者台数（普通車）  

駐車場名 平成 30年 平成 31年  ％ 

港町 １，０４７ ９９９ 95.4  

豆田西 １，７４２ １，７３１ 99.4  

西部振興局 ２，４００ １，９８６ 82.8  

月隈公園 ２，１１５ ２，２２０ 105.0  

普通車計 ７，３０４ ６，９３６ 94.7  

 

「寿三杯船」などの踊りを披露した

三本松の皆さん（写真は前回） 

 

五
月
二
十
五
日
（
土
）・
二
十
六
（
日
）
に

開
催
さ
れ
る
第
七
十
二
回
日
田
川
開
き
観
光

祭
の
芸
能
隊
と
し
て
、
三
年
ぶ
り
に
三
本
松

自
治
会
が
参
加
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

参
加
す
る
三
本
松
自
治
会
の
上
野
伸
一
会

長
は
「
三
月
十
七
日
に
踊
り
子
四
十
名
の
他

実
行
委
員
な
ど
総
勢
六
十
余
名
で
芸
能
隊
の

発
足
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

現
在
は
日
曜
日
と
水
曜
日
に
踊
り
の
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
番
は
多
く
の
方
の
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

尚
、
二
十
五
日
は
三
本
松
と
豆
田
地
区
、

二
十
六
日
は
田
島
・
駅
前
・
中
央
・
隈
町
を

中
心
に
演
舞
の
披
露
を
行
う
予
定
で
す
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信用金庫前のラリーポイントでチェックを受ける名車 

令
和
元
年
度 

豆
田
町
伝
建
保
存
会
通
常
総
会
の
お
知
ら
せ 

 

日
時 

令
和
元
年
六
月
十
一
日
（
火
） 

午
後
七
時
三
十
分
～ 

場
所 

若
の
屋 

会
費 

一
〇
〇
〇
円 

（
会
員
証
を
ご
持
参
下
さ
い
） 

 

※
会
員
に
は
往
復
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す 

 

 

世
界
の
名
車
や
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
カ
ー
が
走

る
「
チ
ェ
ン
ト
ミ
リ
ア
・
か
み
つ
え
」
に
は

女
優
の
夏
樹
陽
子
さ
ん
が
運
転
す
る
ポ
ル
シ

ェ
な
ど
七
一
台
が
参
加
し
て
、
四
月
十
三
日

（
土
）
～
十
四
日
（
日
）
の
二
日
間
に
か
け

て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
最
初
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
た
豆
田
の
日
田
信
用
金
庫
前
に

は
カ
ー
マ
ニ
ア
や
観
光
客
、
更
に
は
保
育
園

児
な
ど
多
数
集
ま
り
、「
元
気
で
行
っ
て
下
さ

い
」
な
ど
の
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
沿
道
の
皆
さ
ん
に
手
を
振
り
な

が
ら
、
声
援
に
応
え
て
い
ま
し
た
。 

事  業  名 金額（千円） 備   考 

豆田上町ポケットパーク整備事業 52,893 豆田上町に小公園を整備する事業 

伝統的建造物群保存事業 25,721 伝統的建造物に対する修理補助金 

街並み環境整備事業補助金 6,500 伝統的建造物以外の環境整備補助金 

史跡咸宜園跡保存整備事業 11,248 咸宜園跡西家側の発掘調査 

日本遺産魅力発信推進事業 2,000 日本遺産認定のエリアの魅力発信 

史跡永山城保存補助事業 1,152 永山城の石造物災害復旧事業 

三郎丸西有田線改築事業 14,052 吹上町～城町橋の市道の詳細設計 

 

 

「
ロ
ッ
ク
ア
イ
ス
の
日
」
の
行
事
案
内 

 

期
日 

六
月
九
日
（
日
）
午
前
一
〇
時
～ 

 

場
所 

豆
田
ま
ち
づ
く
り
歴
史
交
流
館
前 

 

事
業
内
容 

 
 

日
本
記
念
日
協
会
が
昨
年
十
月
十
日
に 

 
 

六
月
九
日
を
ロ
ッ
ク
ア
イ
ス
の
日
に 

 
 

登
録
認
定
し
た
事
か
ら
、 

 
 

小
久
保
製
氷
冷
蔵
（
株
）
が
こ
の
日
を 

 
 

地
域
貢
献
す
る
活
動
日
と
し
て 

 
 

豆
田
の
地
元
商
店
街
と
協
力
し
て 

か
き
氷
の
無
料
提
供
を
行
い
ま
す
。 

 

具
体
的
イ
ベ
ン
ト
内
容 

 
 

豆
田
の
上
町
・
下
町
の
両
商
店
街
を 

 
 

ご
利
用
し
た
お
客
様
先
着
六
〇
〇
名
様
に 

「
無
料
か
き
氷
券
」
進
呈 

（
あ
ま
お
う
い
ち
ご
・
日
向
夏
・
八
女
産
抹
茶
・ 

生
シ
ロ
ッ
プ
の
い
づ
れ
か
一
杯
） 

（
但
し
お
一
人
様
一
枚
と
限
ら
せ
て
頂
き
ま
す
） 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

設
計
相
談
会
開
催
の
ご
案
内
！ 

 

期
日 

五
月
十
八
日
（
土
） 

 
 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
五
時 

 
場
所 

豆
田
ま
ち
づ
く
り 

歴
史
交
流
館
会
議
室 

 

 
 

令
和
二
年
以
降
に
建
物
の
修
理
や 

 
 

修
景
を
希
望
の
方
は
、
ご
相
談
に 

 
 

ご
参
加
下
さ
い
。 

 
 

市
職
員
や
豆
伝
会
役
員
が
応
対 

致
し
ま
す 

 

『
草
野
家
住
宅
』
一
般
公
開
の
休
止 

  
 

平
成
の
大
修
理
を
行
っ
て
い
る
国
指
定 

重
要
文
化
財
「
草
野
家
住
宅
」
で
は
、 

修
理
工
事
の
進
捗
に
伴
い
、
本
年
度
は 

次
の
一
般
公
開
を
休
止
し
ま
す
。 

■ 

夏
の
公
開
「
祇
園
祭
り
と
夏
座
敷
」 

■ 

秋
の
公
開
「
天
領
祭
り
と
掛
屋
の
趣
」 

お
問
い
合
わ
せ
・
草
野
家
住
宅 

☎
二
四
ー
四
一
一
〇 

 

 

先
の
三
月
議
会
で
豆
田
地
区
関
連
の
予

算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。（
予
算
単
位
は
千
円
） 

 

工事が進む草野家 


